
刑 法 犯 の 概 況

１ 刑法犯

● 刑法犯は８年連続減少

平成２２年中の刑法犯は、認知件数が２５，０１７件、検挙件数が７，９０３件、検挙

人員が３，７７６人となっています。前年と比較すると、認知件数は２，９１１件

（－１０．４％）、検挙件数は２，９４０件（－２７．１％）、検挙人員は４２４人

（－１０．１％）それぞれ減少しています。

刑法犯の認知件数は平成１４年に戦後最多となる５１，９５６件を記録しましたが、そ

の後は８年連続で減少しています。

図－１ 刑 法 犯 認 知・検 挙 状 況 年 次 推 移

区 分 １３年 １４年 １５年 １６年 １７年 １８年 １９年 ２０年 ２１年 ２２年

認 知 件 数 48,088 51,956 46,956 43,160 38,649 32,864 31,252 29,799 27,928 25,017

検 挙 件 数 6,548 8,089 9,446 8,284 9,636 9,236 9,249 10,018 10,843 7,903

検 挙 率 13.6 15.6 20.1 19.2 24.9 28.1 29.6 33.6 38.8 31.6

検 挙 人 員 3,661 5,165 5,199 5,449 4,875 4,751 4,529 4,375 4,200 3,776

うち) 少 年 1,880 2,291 1,797 1,952 1,767 1,466 1,513 1,305 1,231 1,034

うち) 暴力団等 232 230 302 196 183 193 209 154 194 219

うち) 女 性 856 1,191 1,263 1,489 1,221 1,195 1,227 1,108 1,165 986

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

(％)(件・人)

認 知 件 数 検 挙 件 数 検 挙 人 員 検 挙 率

検挙率は下降

刑法犯は８年連続減少



刑法犯の包括罪種別認知件数は、凶悪犯が９４件、粗暴犯が５３１件、窃盗犯が

１８，９７５件、知能犯が７０６件、風俗犯が１５３件などとなっています。前年と比較

すると、風俗犯以外はそれぞれ減少しています。

表－１ 刑法犯 包括罪種別 認知状況

図－２ 刑法犯 包括罪種別 認知件数 前年対比

※ 包括罪種とは、刑法犯のうち被害法益、犯罪態様等の観点から類似性の強い罪種を

包括して６種に分類したものをいいます。

凶 悪 犯 … 殺人、強盗、放火、強姦

粗 暴 犯 … 凶器準備集合、暴行、傷害、脅迫、恐喝

窃 盗 犯 … 窃盗

知 能 犯 … 詐欺、横領、偽造、汚職、あっせん利得、背任

風 俗 犯 … 賭博、強制わいせつ、公然わいせつ、わいせつ物

その他の刑法犯 … 占有離脱物横領、公務執行妨害、住居侵入、逮捕監禁、

略取・誘拐等、器物損壊等上記に掲げるもの以外の罪名
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２ 重要犯罪 （殺人、強盗、放火、強姦、略取・誘拐等、強制わいせつ）

● 重要犯罪は１１年ぶりに２００件以下

平成２２年中の重要犯罪は、認知件数が１７０件、検挙件数が１０３件、検挙人員が

７６人となっています。前年と比較すると、認知件数は４０件（－１９．０％）、検挙件

数は４４件（－２９．９％）、検挙人員は２５人（－２４．８％）それぞれ減少していま

す。

重要犯罪の認知件数は平成１３年から３年連続で３００件を上回りましたが、その後は

減少傾向で、平成２２年は１１年ぶりに２００件以下となっています。

図－３ 重 要 犯 罪 認 知・検 挙 状 況 年 次 推 移

区 分 １３年 １４年 １５年 １６年 １７年 １８年 １９年 ２０年 ２１年 ２２年

認 知 件 数 326 319 321 261 280 230 228 208 210 170

検 挙 件 数 176 109 181 124 138 143 120 133 147 103

検 挙 率 54.0 34.2 56.4 47.5 49.3 62.2 52.6 63.9 70.0 60.6

検 挙 人 員 126 91 126 98 123 116 108 97 101 76

うち) 少 年 42 5 34 17 25 41 26 10 22 19

うち) 暴力団等 39 9 12 21 12 19 11 12 22 19

うち) 女 性 7 10 4 14 21 13 9 11 9 8
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重要犯罪の罪種別認知件数は、殺人が１１件、強盗が４７件、放火が２５件、強姦が

１１件、強制わいせつが７６件となっています。前年と比較すると、殺人、強盗、強姦な

ど全罪種で減少しています。

表－２ 重要犯罪 罪種別 認知状況

図－４ 重 要 犯 罪 罪 種 別 認 知 件 数 前 年 対 比

※ 重要犯罪とは、刑法犯のうち殺人、強盗、放火、強姦、略取・誘拐等、強制わいせつ

の各罪種をいいます。

区分

罪種
総 数 殺 人 強 盗 放 火 強 姦

略 取 ・
誘 拐 等

強 制
わいせつ

170 11 47 25 11 76

210 14 63 29 25 1 78

件 数 -40 -3 -16 -4 -14 -1 -2
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３ 重要窃盗犯 （侵入盗、自動車盗、ひったくり、すり）

● 重要窃盗犯は昭和５０年以降で最少

平成２２年中の重要窃盗犯は、認知件数が３，３５５件、検挙件数が２，３０７件、検

挙人員が１６２人となっています。前年と比較すると、検挙件数は３３０件（１６．７％）

増加しましたが、認知件数は４６４件（－１２．１％）、検挙人員は５４人（－２５．０

％）それぞれ減少しています。

重要窃盗犯の認知件数は平成１５年に８，０００件を突破しましたが、その後は７年連

続で減少しています。平成２２年の数値は統計が残る昭和５０年以降で最も少ない認知件

数となっています。

図－５ 重 要 窃 盗 犯 認 知・検 挙 状 況 年 次 推 移

区 分 １３年 １４年 １５年 １６年 １７年 １８年 １９年 ２０年 ２１年 ２２年

認 知 件 数 7,350 7,506 8,800 7,059 6,075 4,676 4,158 4,120 3,819 3,355

検 挙 件 数 1,677 1,996 2,323 1,786 2,238 2,015 1,585 1,971 1,977 2,307

検 挙 率 22.8 26.6 26.4 25.3 36.8 43.1 38.1 47.8 51.8 68.8

検 挙 人 員 268 309 325 304 226 240 234 171 216 162

うち) 少 年 83 105 110 101 60 57 77 27 51 33

うち) 暴力団等 17 20 38 34 31 24 25 17 33 20

うち) 女 性 15 26 18 19 14 20 21 9 13 4
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重要窃盗犯の手口別認知件数は、侵入盗が２，７１８件、自動車盗が５３２件、ひった

くりが６２件、すりが４３件となっています。前年と比較すると、自動車盗は増加しまし

たが、侵入盗は空き巣、出店荒し、事務所荒しなどの減少が目立ちました。

表－３ 重要窃盗犯 手口別 認知状況

図－６ 重要窃盗犯 主要手口別 認知件数 前年対比

※ 重要窃盗犯とは、窃盗犯のうち侵入盗、自動車盗、ひったくり、すりの各手口をいい

ます。

うち） うち） うち）

区分 空き巣 忍込み 居空き

3,355 2,718 885 399 50 532 62 43

3,819 3,280 1,074 369 93 415 69 55

件数 -464 -562 -189 30 -43 117 -7 -12

％ -12.1 -17.1 -17.6 8.1 -46.2 28.2 -10.1 -21.8

ひったくり す り

手口

総 数 侵入盗 自動車盗

増減

平成２２年

平成２１年

-17.6

8.1

-22.9

-33.1

28.2

-10.1

-21.8

-40.0

-20.0

0.0

20.0

40.0

空き巣 忍込み 事務所荒し 出店荒し 自動車盗 ひったくり すり

(％)


